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J215a V339 Del = Nova Delphini 2013の光赤外線大学間連携ToO観測
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光赤外線大学間連携OISTERチーム一同

光赤外線大学間連携OISTERチームは、板垣公一氏が 2013年 8月 14.584日 (UT)に 6.8等級の天体として発
見したNova Delphini 2013 = V339 Delを、日本時間 8月 15日から ToO (Target of Opportunity) 観測として、
国立天文台岡山天体物理観測所 188cm望遠鏡クーデ焦点HIDES（High Dispersion Echelle Spectrogrph）、同カ
セグレン焦点近赤外撮像・分光装置 (ISLE)、県立ぐんま天文台 150cm望遠鏡ナスミス焦点 ( f/12.2 ) GAOES(
Gunma Astronomical Observatory Echelle Spectrograph ) 等の光赤外線大学間連携参加各大学機関の望遠鏡を
使って同年 12月初旬まで観測した。今学会では特に、可視高分散分光観測により明らかになった鉄 (Fe-peak)お
よび s-process原子の吸収線 (Transient Heavy Element Absorption, THEA)の、新星爆発後の進化について考察
する。これらの吸収線は、新星システム外周部に新星爆発前から存在していた伴星表面からのガスが降着円盤外
部から放出されたとするモデルがV339 Delに対しても適応するかを検証する予定である。


